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 ふれあい夏まつり盆踊り大会 
 

 
 

 

 

 
 
 
 

 
 

・ 大清水コミュニティセンターおよび平手公園グラウンドにおいて、ふれあい

夏祭り盆踊り大会を開催し、約 2,600 人が参加する。 

・ 模擬店での食中毒の予防対策、周辺の防犯パトロール、交通安全等の指導、

誘導に力を入れている。 

 

 

 

 

 

 

 

学区住民のふれあい、交流と親睦を図り、大災害発生時の防災・減災について

踊りを通して共有し、自助・共助の助け合いに関する意識の高揚を図ることを目

的としている。  

【大清水学区】 

 ■世帯数：3,792 世帯  

 ■人 口：10,846 人 

 ■面 積：1.202ｋ㎡ 
  平成 24 年 4 月 1 日現在

 １ 活動・取り組みの内容 

 ２ きっかけ、背景 

 

チラシの各戸配布、掲示板への掲示。   

【住民への PR 方法】

 

緑区 大清水学区 
住民交流 健康・福祉 青少年育成 環境・美化 

防犯・交通安全 防 災 歴史・文化・芸術 その他 
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(１) 運営メンバー 

 区政協力委員、町内会・自治会長、民生委員児童委員、保健委員、消防団員、

PTA、子ども会、老人クラブ、スポーツ推進委員 計約 40 人 

(２) 他団体との協力 

学区連絡協議会 

 

 

 
 

H24 年 5 月 ふれあい夏祭り、盆踊り大会開催について協議、決定 

▼ 

6 月 盆踊り大会実行委員会の立ち上げ 

▼ 

7 月
大会行事のプログラム作成と学区各自治会の役割分担等の

取り決め 

▼ 

8 月
ふれあい夏祭り、盆踊り大会開催（当日、早朝から地域住民

で会場設営） 

▼ 

開催翌日 後片付け、撤去作業 

 

 

 

(１) 成果・効果 

・ 参加者の増加が図られた。 

・ 住民意識の高まり、住民間の交流の深まりに寄与している。 

(２) 今後の課題・展望 

・ 活動の継続と他団体との協力が今後の課題である。 

・ 後生に日本の歴史、文化を大切に継承すること。 

 

  

 ４ 実施のスケジュール 

 ３ 実施の体制 

 ５ 成果と課題 


